
 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度第３回桑名市空家等対策協議会 

（全体会） 
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【 事 項 書 】 

１．議題 

（１）平成29年度桑名市空家等指導要綱の運用状況（報告） 

（２）平成29年度桑名市空家等対策協議会施策部会協議結果（報告） 

（３）平成29年度桑名市空家等対策協議会措置部会協議結果（報告） 

（４）平成29年度桑名市空家等対策に関する実施内容（報告） 

 ２．その他 

 

【桑名市空家等対策協議会委員出席名簿】 

（あいうえお順・敬称略） 

協議会委員 法告示専門分野 所属等 

石田 美穂 行政書士 三重県行政書士会 桑名支部 支部長 

伊藤 徳宇 市町村長 桑名市長 

岩崎 恭典 大学教授等 四日市大学 学長 総合政策学部 教授 

加治 多加志 まちづくり等 桑名商工会議所 青年部 はまぐり会 会長 

片岡 直也 社会福祉士 三重県社会福祉士会 会員 

近 宏樹 法務局職員 津地方法務局桑名支局 表示登記官専門官 

佐藤 美子 民生委員 桑名市民生委員児童委員協議会連合会 副会長 

服部 祥子 弁護士 愛知県弁護士会 会員 

平野 一枝 宅地建物取引士 三重県宅地建物取引業協会 会員 

藤原 隆 自治会役員 桑名市自治会連合会 会長 

村木 大真 司法書士 三重県司法書士会 桑員支部長 

森 美香子 一級建築士 三重県建築士会桑員支部 青年委員長 

森田 尚孝 消防職員 桑名市消防本部 課長 

安田 典生 土地家屋調査士 三重県土地家屋調査士会 会員 

【 開催状況 】 

平成 29 年度第３回 委員 事務局 傍聴者 

会議出席者等人数 14 11 ０ 
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【 開催記録 】 
 

【事 務 局】本日は、お忙しい中ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。定刻となりま

したので、只今から、平成29年度第３回桑名市空家等対策協議会を開催いたします。

本日は、委員15名中14名のご出席をいただきましたので、桑名市空家等対策協議会要

綱第６条第２項の規定に基づき、会議として成立いたしております。それでは、会議

の開催に先立ちまして、市長から一言ご挨拶をお願いいたします。 

【市  長】改めまして、おはようございます。本日は第３回目となります桑名市空家等対策協議会

を開催させていただき、委員の皆様には大変お忙しい中ご出席いただきまして誠にあ

りがとうございます。この協議会に先立ちまして、先ほど８つの団体の方々と桑名市

空家等対策の推進に関する協定書の締結式を開催させていただきました。より多くの

方々と連携させていただきながら、しっかりと進めていきたいと思っております。そ

の中で、出席者の方から、次世代に誇れるまちづくりをぜひしてほしいとお言葉をい

ただきました。けっして後ろ向きに捉えるのではなく、しっかりと前向きに捉えてい

きたいと考えております。３年前に国が空家法を制定し、桑名市も２年前にこの協議

会を立ち上げ、平成29年４月に対策計画を作らせていただきました。特定空家等と言

われるボロボロの空き家に対しては法に基づいて対応していき、流通に乗せられるよ

うな空き家や地域の方が活用できそうな空き家もありますので、そういったものをい

かに活用していくのかがこれからの課題だと思っております。今日のこの協議会でも、

皆様の専門知識の中からご提言をいただき、桑名のまちづくりを次世代に誇れるよう

な、前向きなものとなるような今日の会となることを心からご期待申し上げて、私か

らのご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【事 務 局】ありがとうございました。本日の会議資料につきましては、配布資料一覧によりご確認

のうえ、会議中に不足や乱丁などお気づきになられた点は、事務局までお申し付けい

ただきますようお願いいたします。 

 それでは、桑名市空家等対策協議会要綱第５条第２項の規定に基づき、市長が協議

会の会長となりますので、事項書の議題から会議の進行を会長にお願いしたいと思い

ます。 

【会  長】それでは、ただいま事務局から資料の確認がありましたので、配付されている資料と事

項書に基づいて、進めてまいりたいと思います。まず、事項書の議題（１）平成29年

度桑名市空家等指導要綱の運用状況について事務局から報告をお願いします。 

【事 務 局】それでは、議題１についてご説明させていただきたいと思いますが、前置きとして、桑

名市の空き家状況について少しご説明させていただきます。 

       これまでの協議会においてもご紹介させていただいておりますが、５年に一度行われ

る総務省の住宅・土地統計調査において、こちらの調査は抽出調査であるため、実際

の数字とは多少なりとも異なってくるとは思いますが、平成20年度は桑名市の住宅が

55,140戸であったのに対し、空き家は5,510戸。平成25年度は住宅が57,760戸あったの

に対し、空き家は6,560戸と、住宅が2,620戸増えているのに対し、空き家が1,050戸増

えていると言った結果となっております。これについては次回の調査が平成30年度で

あり、結果は平成32年度に公表されることになるかと思いますが、社会情勢から今後

も空き家数が増えることが想定されます。これら空き家の増加により、生活環境へは、

主に老朽家屋の倒壊や草木の繁茂などが挙げられます。その他にも、空き家やその土

地が有効活用されないことにより、市税、例えば人が住めば市民税、建築物が更新も

しくは解体されれば固定資産税などを得られますが、これらが減収していくことにも

つながり、結果として市民サービスの低下につながっていくことにもなります。それ

らを改善していくため、空家等対策計画においていくつかの施策と計画をしておりま

すが、その中でも今年度は特に対策の初動として４つの観点を重視して取り組んでお

ります。１として、まずはこれまでに自治会や近隣などから相談、通報のあった約2,300

件に対する現状把握。２として、市民や所有者に対して空き家に対する意識向上のた

めの啓発活動。３として、空き家問題を解決するために、専門家団体との連携や市の

関係部署との連携体制の確保。４として、特定空家等に対する解消を見据えた措置を

行っていくにあたり、問題点の洗い出しです。１については議題（１）で指導要綱の
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運用状況としてご報告させていただき、２と３については施策部会でご相談いたしま

したので議題（２）で、４については措置部会でご相談いたしましたので議題（３）

でご報告させていただきます。 

それでは議題（１）について、今年度の運用状況をご報告させていただきます。資料

１－１「平成29年度桑名市空家等指導要綱の運用状況」をご覧いただきまして、左端の

タテ列の順に対応を行っていくこととなりますが、これまでの相談依頼件数は2,307件

であり、内今年度については新規相談６件となっております。なお、再相談は11件あり

ましたが、2,307件に既に含まれておりますので表の上では計上はしておりません。ま

た、外観目視調査は2,098件であり、これまで通報、相談いただいた全てのものを、市

の担当者にて現地調査を完了しております。これについて、備考欄に記載させていただ

いておりますが、自治会から相談を受けたものは2,307件ですが、精査するなかで、重

複していたり所在不明なものがありましたので、そちらを省き、調査を行ったものがこ

の2,098件であり、それらは全て現地調査を完了しているということを表しています。

さらに、下の表に記載されておりますが、これまでの調査の結果、空家等と判定したも

のは1,658件、その内不適正管理であるとされたものは760件、危険性が高いと判定され

たものは99件となっております。今後は、この99件に対して、優先的に対処していくこ

とになります。以上が議題（１）の運用状況に関する報告となります。 

【会  長】只今、事務局から説明をいただきましたが、この議題について委員の皆様からご意見等

いかがでしょうか。ご意見ないようですので、報告いただいた内容でご理解いただい

たということで、議題（１）については以上とさせていただきます。続きまして、議

題（２）に移らせていただきます。議題（２）平成29年度桑名市空家等対策協議会施

策部会の協議結果について、事務局から報告をお願いします。 

【事 務 局】それでは、議題（２）についてご説明させていただきます。まず、部会につきましては、

平成28年度の第４回空家等対策協議会において、設置のご承認をいただき、本年度よ

り施策部会、措置部会を設置しております。議題（２）では、この８月に開催しまし

た施策部会の協議結果について、資料２をもとにご報告させていただきます。 

       資料２の右下９ページをご覧いただきまして、施策部会では、議題（１）として、平

成29年度桑名市空家等対策実施計画について。議題（２）として、空家等対策に関す

る啓発について。議題（３）として、空家等対策に関する協定についての３つの議題

を挙げております。まず、議題（１）である桑名市空家等対策実施計画についてご説

明させていただきます。資料２の16ページにあります平成29年度桑名市空家等対策実

施計画一覧をご覧ください。これについては、予防、流通、解消、活用について市の

空家等に関連する部署にて今年度に実施する計画を立てましたので、その内容につい

てご説明させていただいております。これに関する結果については、本日の議題４に

て報告させていただきますが、部会においては、計画へのご意見はありませんでした。

次に議題（２）である空家等対策に関する啓発についてご説明させていただきます。

18ページの空き家への対応をご覧ください。空家等対策について、市民への意識向上

を目的とした啓発リーフレットを作成しておりますのでご紹介させていただきました。

こちらは連続して４ページで構成されており、Ａ３用紙に印刷して、半分に折ること

でリーフレットとなるよう構成されております。部会においては、市民が危機感を感

じ取れるように、また、手に取りやすいように、表紙部分をもう少しインパクトを持

たせたほうがよいとのご意見をいただきましたので、別にお配りさせていただいたカ

ラー刷りのもののとおり、表紙部分をわかりやすくインパクトのあるものに変更して

おります。なお、簡単にご説明させていただきますと、表紙部分をめくっていただい

て、２ページ目には、空家等と特定空家等の定義の説明。また、特定空家等に指定さ

れた場合の土地に関する固定資産税の軽減措置を受けられなくなることの説明。３ペ

ージには、空き家の適正管理や流通、活用のための簡易なセルフチェック。４ページ

には、空き家に関して専門的な相談があった場合の具体的な相談先を掲載させていた

だいております。次に議題（３）である空家等対策に関する協定についてご説明させ

ていただきます。資料２の最後のページである22ページをご覧ください。本日の協議

会前に行った協定締結に関する内容ですが、空家等の対策については、所有者や周辺

住民から多様な相談がございます。これについて、地域の実情に合わせた迅速かつ効

果的な対応を行っていくため、専門家団体である８団体と協定を締結して公民連携し
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て対応していきたいとのご説明をさせていただきました。部会においては、協定締結

団体について意見は出ておりません。市民の空き家に対する意識の底上げに繋げるた

め、市と団体で連携しつつ、シンポジウムや大相談会を開催した方がよいとのご提案

をいただいておりますので、今後開催に向けて取り組んでいきたいと考えております。

以上が議題（２）の施策部会の結果報告となります。 

【会  長】只今、事務局から説明がありましたこの議題について、何かご意見等がございましたら

お願いします。 

【委  員】今までに空家についての相談は何件くらいありましたか。 

【事 務 局】今年度の４月から２月の初めまでの間に19件の相談があり、内４件が解消済みの案件に

なります。 

【会  長】他にご意見ございますか。ないようですので、議題（２）については以上でございます。

次に、議題（３）平成29年度桑名市空家等対策協議会措置部会の協議結果について、

事務局から報告をお願いします。 

【事 務 局】それでは、議題（３）についてご説明させていただきます。議題（３）では、この12

月に開催しました措置部会の協議結果について、資料３をもとにご報告させていただ

きます。措置部会では、（１）特定空家等への対応について、として２件の空家等を例

に挙げて、それに関する対応についての議題を挙げております。まず議題である特定

空家等とは、資料３の８ページ上の四角内にありますとおり、定義として、そのまま

放置すれば倒壊等著しく保安上危険となる恐れのある状態。著しく衛生上有害となる

恐れのある状態。適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている

状態。その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態に

あるものとして認定されたものでありますが、認定されたもののうち、さらに、下の

四角内にありますとおり、周辺の建築物や通行人が存在し、又は通行し得て被害を受

ける状態にあるか。悪影響の程度が社会通念上許容される範囲を超えるか。もたらさ

れる危険等について切迫性が高いかという観点において、措置、いわゆる指導や勧告

等が必要であると判断した場合には、所有者等へ指導書及び勧告書を通知することに

なります。なお、この勧告書を通知した時点で、物件の敷地を固定資産税に関する税

務上の控除対象から除外する手続きに入ることになります。措置部会で扱った２件に

ついて、写真をご覧いただきますと、14ページと19ページのものとなります。どちら

も明らかに倒壊しかかっており、市としては特定空家等であると判定させていただき

ました。また、どちらも通学路又は通学路に近い位置にあり、こどもたちが立ち入る

危険性もあり、他方で、これまで近隣住民複数人から何度も通報があり、倒壊すると

隣接地への影響も危惧されている物件です。これらについては、部会においても、明

らかに倒壊しかかっており、特定空家等と判断して支障ないうえに、周辺に悪影響を

与える恐れがあることから、速やかに措置を行っていくべき物件であるとのご意見を

いただいております。今後これらについて措置を行っていくことになりますが、この

物件については、所有者が死亡していたり、住民票はとれますが行方不明、さらには

所有者の中に外国籍であり日本にいないと思われる方がいるなど、ハードルの高い難

問があり、所有者及び管理者の特定が非常に困難であるというものでもありました。

所有者等を特定できない場合、周辺に悪影響を与える恐れのある空家等に対しても、

指導書や勧告書を通知できず、それにより固定資産税に関する軽減措置の適用外とす

る手続にも入れないなど、現状からの進展が望めないことになります。そのため、部

会においては、所有者の特定方法についてご相談させていただきました。これについ

ては、所有者の特定をするため、また不在であることを確定するため、国の助言にあ

るような不在者財産管理人制度や失踪宣言制度などが利用できるとは思うが、費用の

面やこの制度を活用すると時間が年単位でかかることから、緊急性を要する場合には、

所有者の特定が不可能であるとして公示送達の手続にて措置を行っていくなど、法律

相談等専門家に相談をしたうえで、費用や時間を含めたメリット、デメリットを整理

して行う必要があると助言をいただきました。現在、それらについて市として法律相

談に何度かかけたうえで、確認して整理を行っております。これについては方針が整

理された時点で、再度ご報告させていただきたいと考えております。以上が議題（３）

の措置部会に関する結果報告となります。 

【会  長】只今、事務局から説明がありましたこの議題について、委員の皆様から何かございまし
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たらお願いします。 

【会  長】資料９ページに三重県内の特定空家等に対する措置の現状とありますが、これを見ると

伊賀市が突出して措置の回数が多いのは何か理由があるのですか。 

【事 務 局】伊賀市につきましては、三重県内でも空家等対策において注目されておりまして、命令

を１件行っており、今後代執行を行う予定があると聞いております。また、桑名市で

は自治会に依頼した調査において、不適正管理の空き家が約300件存在すると出ました

が、伊賀市はその２倍以上存在していると聞いております。また、空き家の流通活用

についても力を入れており、空き家バンクや地域コミュニティを利用した流通の体制

が構築されております。 

【会  長】伊賀市は空き家が多いのですね。 

【副 会 長】空き家の件数も多いですし、古い集落が点在していますので、老朽化した空き家の数は

桑名の比ではないと思います。また、伊賀市の場合は、桑名市でも取り組まれている

まちづくり協議会がそれぞれの地域にあり、まちづくり協議会を巻き込む形で空家等

対策を行っており、移住対策も兼ねて取り組まれています。 

【会  長】他に何かございますでしょうか。ないようですので、議題（３）については以上でござ

います。次に、議題（４）平成29年度桑名市空家等対策に関する実施内容について、

事務局から報告をお願いします。 

【事 務 局】議題（４）では、今年度空家等対策として実施した内容について、資料４をもとにご報

告させていただきます。画面にありますとおり、連携体制の確保状況、実施計画の結

果報告をさせていただいたうえで、次年度の方針についてご説明させていただきます。 

まず、連携体制の確保状況についてご報告させていただきます。資料４－１をご覧い

ただきまして、桑名市の空家等対策に関する連携状況を一つの図にしております。現在

桑名市では建築開発課が空き家に関するワンストップ窓口となっており、苦情や相談に

ついては、まずこちらで伺っております。それをもとに、図の下にあるような市の関係

部署と情報共有を行い、問題に直接関係する部署が対応するという体制になっておりま

す。また、年間３回関係部署を集めてワーキングを行っており、問題点や収集した情報

の共有をはかっております。今回、公民連携として専門家の８団体と協定締結したこと

により、所有者等からの具体的な対策について、同意を得ることが条件となりますが、

空き家に関する情報を市から専門家団体へ提供できることとなりましたので、所有者や

隣地の方など空き家に困っている方にとって対策がしやすくなったのではないかと思

います。 

次に、実施計画についてご報告させていただきます。資料４－２をご覧いただきまし

て、施策について４つの分野として予防、流通、解消、促進に分けておりますので、順

にご説明させていただきます。表の左側から計画、実施結果、目的及び効果となってお

ります。まず、予防の促進として、①から⑤までを挙げておりますが、主なものとして

④を紹介いたしますと、啓発用リーフレットの配布として、先ほど議題（２）でご報告

させていただきましたが、市民の意識啓発を目的として、リーフレットを作成し、市役

所内の関係部署や各地区の市民センター、さらに福祉施設に設置して配布しております。

また、協定締結団体や農協、商工会にも設置して配布していただいております。次に流

通の促進として、⑥から⑪までを挙げておりますが、主なものとして⑨をご紹介させて

いただきますと、空き家バンク制度に関する情報収集として、三重県では現在29市町中

21市町が開設しておりますが、それとは別に、国土交通省が今年度試行的に全国版空き

家バンクを創設しております。それにあたり、利用方法や費用についての説明を受けて

おります。説明会の内容を簡単にご説明させていただきますと、国が全国版として空き

家バンクを設置するとともに、設置や運営費用も負担する。それに対して各自治体は、

空き家の情報を収集し、空き家バンクのホームページに情報を掲載するというものです。

これについては、空き家の所有者等の同意が必要であるため、今後空き家所有者に対し、

文書にて周知したうえで、希望者を募り、希望者が一定数集まった段階で桑名市として

全国版空き家バンクに参加し、情報を掲載していきたいと考えております。次に解消の

促進として、⑫から⑯を挙げておりますが、⑫、⑬、⑭についてご紹介いたします。⑫

空家法及び他法令に基づいた適確な指導等の実施、⑬管理不全な空家等の情報を把握す

るためのパトロールとして、議題（１）にてご報告させていただきましたが、これまで

に相談依頼、通報のあった物件全てに対して、現地調査及び指導を順に行っております。
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なお、指導を行ううえで、所有者を間違えて文書を送付し、お叱りを受ける事案もあり

ましたことから、特定方法の精度を上げ、慎重な調査のうえ特定し対処していきたいと

思います。また、⑭密集市街地防災まちづくり支援事業の継続につきましては、市内の

密集市街地である赤須賀地区において、老朽空き家の住宅等に関する除却補助金を交付

しております。今年度は３件の募集がありましたが、予算の関係上２件への交付を行っ

ております。次に活用の促進として、⑰から㉑を挙げておりますが、⑱と⑳についてご

紹介いたします。どちらも関係団体との協定締結に関する内容であり、本日この協議会

前に行った協定締結式と関連する内容ですが、市の担当者のみで様々な要因がある空き

家問題を解決するのは難しいと考え、地元の専門家団体の協力のもと、公民連携して取

り組んでいくほうが迅速かつ効果的に解決できると判断しました。そのため、周辺自治

体の協定締結状況を参考に８団体へ協定の締結依頼をし、今回締結させていただいたこ

ととなったわけですが、今後桑名市の空家等対策について、特に流通や活用に関してご

活躍いただけるのではないかと考えております。以上が実施計画の報告となります。 

なお、次年度以降につきましては、今年度の実施内容を踏まえ、予防については、啓

発リーフレットの配布や広報掲載、協定締結団体から依頼がありましたので団体の会議

にて桑名市の空家等対策について周知。流通及び活用については、全国版空き家バンク

への参画を検討しております。解消については、特定空家等対象物件のうち、周辺に悪

影響を及ぼすと思われる99件の勧告までを見据えた措置と、所有者等不明案件の解決方

法の検討を主に取り組んでいきたいと思います。以上が議題（４）の今年度の結果報告

となります。 

【会  長】只今、事務局から説明がありましたこの議題について、委員の皆様から何かご意見がご

ざいましたらお願いします。 

【委  員】これから高齢者が増えていく中で、いかに空き家を有効に活用していくかということで、

移住対策について他市町では説明会の開催など、施策を講じていますが、桑名市では

何か対策はございますか。 

【会  長】私からご回答させていただきます。桑名の人口移動についてお話させていただきますと、

人口は14万2,000、3,000人でほぼ横ばいとなっていますが、実は自然減となっていま

す。高齢化が進みこどもの数も減っているため、自然減となっていますが社会増とな

っています。桑名の外から多くの人が引っ越してきている状況で、これが良いことか

どうかはまだ判断できませんが、未だに宅地開発の計画がいくつか存在する状況で、

まさしく社会増、外から桑名に引っ越していただく方がまだまだ増える見込みがある

ところです。これと空き家の流通をいかに連携させるかが大事なことだと思っていま

す。この間、愛西市のリフォーム業者の方と話す機会がありまして、大山田を中心と

した新興住宅地の空き家をリフォームし、新築で建てるよりも安く提供することでた

くさんの仕事をさせてもらっているとのことでした。流通できる空き家においてはま

だまだビジネスとして広がりがあり、うまく流通に乗せる仕組みが必要だと思います。

補足で何か事務局からありますか。 

【事 務 局】先ほど空き家バンクの説明をさせていただきましたが、移住促進においても空き家バン

ク制度を活用して市外、県外からの移住者を期待できると考えているため、全国版空

き家バンク制度への参加を進めていきたいと考えております。 

【会  長】他に何かございますでしょうか。 

【委  員】資料４－２にあります予防の促進の、②新たな空家等の情報を把握するためのパトロー

ルについて、もう少し詳しく説明をお願いします。 

【事 務 局】新たな空家等の情報につきましては、主に通報物件を対象に調査を行い、現在保有して

いる空家等の情報につきましては、保全パトロールとして庁内で情報共有を行い対応

していきたいと考えております。 

【委  員】自治会連合会で空き家の調査を３年程前に行いましたが、おそらく空き家は増加してい

るかと思います。そのため、あと２年後くらいに現状把握ということで、もう一度調

査を行いたいという機運が自治会連合会にあります。 

【会  長】これは非常にありがたいことだと思いますが、事務局いかがでしょうか。 

【事 務 局】２年後は空家等対策計画の改定時期となりますので、その際には自治会のご協力をお願

いしたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

【委  員】現在対応中の空家等で、倒壊寸前で所有者がわからないという案件のお話がありました
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が、今後ますますそういった案件は増えていくことだと思いますので、所有者の特定

に力を入れていってほしいと感じました。また、所有者不明にならないためへの予防

として、相続登記の促進や啓発に取り組んでいただきたいと思います。また、間接的

かもしれませんが、地籍調査にも力を入れていただければと思います。 

【会  長】予防という観点から、事務局より何かございますか。 

【事 務 局】庁内ワーキングを通じまして、課税担当などの各部署から啓発が行えるように考えてお

ります。また先般の措置部会の中で、委員の方から法定相続情報証明制度のリーフレ

ットをいただき、当課の窓口にて配布いたしております。こうしたそれぞれが所管す

る情報をリンクさせることで、市民の皆様に周知できるように対応していきたいと考

えております。 

【会  長】他に何かございますでしょうか。それでは、いただいたご意見につきましては、今後実

施していく中で検討し反映していただくように、事務局はお願いいたします。以上で

議題については全て終了しましたが、何かお気付きになられた点などございますでし

ょうか。副会長、何かございませんでしょうか。 

【副 会 長】ついこの間に、県内各市の空き家対策担当者が集まるシンポジウムがありまして、その

時になるほどと思ったことが、名張市の空き家対策で、国土交通省の補助事業になり

ますが大相談会を開催し、各業種の方々に加えて金融機関の方も入ってワンストップ

で相談を受けるという相談会でした。どうしてもお金の話というのは、相続を含めて

出てきますので、こういったワンストップサービスというのは非常に効果的だと思い

ます。また、先ほどもお話がありました伊賀市や名張市では、地域コミュニティが空

き家をどのように活用するかの知恵を絞る場になっていることが、大きな参考事例に

なると思います。これは名張市の事例になりますが、名張市の旧市街地の空き店舗に

移住促進として、地元のまちづくり協議会の人々が物件の案内や交渉の仲介までを行

っているとのことです。それくらいに名張市にとっては人口減がシビアな問題とされ

ており、桑名市はもうしばらくは社会増が続きますので、その間にノウハウを蓄えて、

いずれ来る人口減少に遅れないように対応しなくてはいけないと思います。 

【会  長】ありがとうございます。他に何かございますでしょうか。それでは、本日いただいたご

意見につきましては、今後実施していく中で検討し反映していくということで、事務

局はよろしくお願いいたします。以降の進行は事務局にお返しします。 

【事 務 局】ありがとうございました。本日の会議はこれをもちまして終了いたします。委員の皆様

には、ご熱心にご審議いただき、無事終了いたしましたことにお礼申し上げます。今

後とも当協議会におきまして、委員の皆様にはご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。本日は、ありがとうございました。 

 

 


